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1　は　じ　め　に

近年，放牧用草種としてレッドトップ．ケンタッキーブ

ルーグラスなどの短草型草種が草地の土壌保全及び肉用牛

用放牧草地の生産力向上の点から有望視されている1・4）。

今後，これらの草種を放牧草地に積極的に導入するには，

収量面だけでなく家畜の無機・有機栄養と関連づけた養分

供給機能についても検討することが必要である。

そこで本研究では，短草型草種の飼料成分について，従

来から放牧地に導入されている良筆型車種との比較検討を

行なった。

2　試　験　方　法

（日　試験期間・場所：昭和58－60年，青森畜試場内（57

年9月上旬に造成）

（2）供試草種［品種］：レッドトップ（RT），ケンタッ

キーブルーグラス（KB），オーチャードグラス［キクミ

ドリ，フイロックス］（OG），ペレニアルライグラス［リ

ベール，ヤツガネ］（Pe），メドゥフェスク（MF）

（3〉　播種量：表1のとおり

表l　播種量
（吻／10a）

R T K B
O G O G P e P e

M Fキク ミドリ）（フ ィロ ックス）（リペ 「ル ）（ヤ ツガ ネ）

0 ．2 7 0 ．6 8 2 ．5 0 2．3 1 7 ．8 1 7 ．3 1 4 ．6 4

（4）10α当たり施肥量：造成時　土壌改良資材として炭

カルpH6．5矯正量，熔りん100匂，基肥としてN，

RO．，K20を各5匂施用。利用年　毎年，早春及び

刈取後（最終刈後を除く）にN，P205，K20，MgO

を少肥区は3，2，1，0．8匂，多肥区はその倍量を施用。

（5）刈取回数：利用1－2年目は年間5軌　3年目は年

間6回，全区同一日に刈取った。

3　結果及び考察

日）草丈：成分分析に供試した草種・品種の各刈取時期

を通した草丈の範囲は，短草型草種の少肥区は18～49cm，

多肥区は21－50cm，長草型草種の少肥区は29－67cm，多肥

区は29－79cmで，短革型草種の草丈が低く，草型による違

いが明らかに認められた。

（2）無機成分及び飼料価値：表2に各車種・品種の無機

成分含有率及び飼料価値を年平均値で示した。それらの草

種間差について検討した結果は次のとおりである。

リン（P）；RT及びKBのP含有率は他の草種に比べ

て少肥区では最も低く，多肥区でもOGに次いで低かった。

しかし，日本飼養標準による肉用牛のP要求量を充分満た

す水準にあり，栄養上問題はないものと思われた。

カリ（K）；RT及びKBのK含有率はOGやPeに比べ

てやや低いか，ほぼ同等の水準にあった。また，いずれの草

種・品種もK含有率は肉用牛のK要求量を大きく上回って

おり，家畜栄養上でK不足になることは全くないといえる。

カルシウム（Ca）；各刈取時期を通じて，RTのCa含

有率はMFとともに他の草種より高く推移したが，KBは

OGと同程度で，他の草種より低かった。肉用牛のCa要

求量と比較すると，RT，MF及びPeは充分な水準にあっ

たが．KB及びOGは利用時期によってはそれを下回るこ

とがあった。

マグネシウム（Mg）；RTのMg含有率はMFに次い

で高く，Mg含有率の高い草種であることが認められた。

KBの含有率はOGと同程度で，供式事種の中では含有率

の低い草種に位置した。家畜のMg栄着の面からみて，年

間平均含有率がグラステクニー症発生の危険水準（MgO．2％

以下）2）まで低下したものはみられなかったが刈取時期別

にみると，RT及びMF以外の草種では1，2番草で0．2％

以下の含有率を示すものが多かった。

ナトリウム（Na）；Na含有率については，Pe，OG

の2草種とMF，RT，KBの3草種との間に大きな差が

みられ，前者の含有率が明らかに高かった。肉用牛のNa要

求量は日本飼養標準によると0．1％以上である。RT及び

KBは各刈取時期を通じて0．03－0．13％の水準で推移して

おり，家畜栄養上Na不足が懸念される。

K／（Ca＋Mg）当量比；当量比はRTが最も低く，

KBはOGとはぼ同等で比較的高かった。当量比がRTで

低かったのは，主としてCa及びMg含有率が高かったこ

とによる。グラステクニー症は牧草の当量比が2．2以上

の場合に発生しやすい叫とされているが，本試験の場合は

いずれの草種も2．2以下の安全な値を示していた。

粗蛋白質（CP）；CP含有率が比較的高い車種は少肥

区ではnG，多肥区ではRT及びMFであった。しかし，

いずれの草種も肉用牛のCP要求量を上回っていた。
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表2　枚等の無機成分及び飼料価値

慧 芸 l 草　　 種 無　　 機　　 成　　 分 K ／（C a ＋M g ）

当 量 比

0．79

（ 申 ＼一

飼 料 価 値

C P D D M

1 9 2 6 2 8

P　　　 K　　 C a　　 M g　　 N a

少 肥 区

R T 0．39　 1．93　　 0，66　　 0．38　　 0．08
K B 0．3 9　 1．83　　 0．48　　 0．28　　 0．0 4 1．14 1 9．1　 59 3
O G （キタ ミ ドリ） 0．4 3　　 2．03　　 0．46　　 0．3 1　 0．7 2 1．16 1 9．7　　 64 9
O G （フ イ ロ ックス） 0．40　 1．95　　 0．45　　 0．29　　 0．9 1 1．20 1 9．8　　 63 8
P e （リベ ール ） 0．46　 1．96　　 0．55　　 0．28　 1．03 1．0 1 1 8．4　　 69 0
P e （ヤ ツガ ネ） 0．47　　 2．04　　 0．6 3　　 0．28　 1．04 0．98 1 8．2　　 70 2
M F 0．46　　 2．13　　 0．6 7　　 0．43　　 0．03 0．83

0．93

1 8．9　 67，7

25．6　 62 5

多肥 区

R T 0．40　　 2．40　　 0．70　　 0．41　 0．05

K B 0．40　　 2．20　　 0．4 5　　 0．31　 0．03 1．24 2 1 9　　 59 6
O G （キ タ ミ ドリ） 0．38　　 2．26　　 0．4 5　　 0．31　 0 ．80 1．31 2 3．4　　 64 7
O G （フ ィロ ックス） 0．36　　 2．29　　 0．4 4　　 0，30　　 0．99 1．42 23．5　　 64 5
P e （リベ ール） 0．45　　 2．24　　 0．5 7　　 0．33　 1．13 1．09 2 1．9　　 6 8 4
P e （ヤ ツ ガネ） 0．46　　 2．46　　 0 ．6 7　　 0．3 4　 1．07 1．05 2 3．0　　 6 9 5
M F 0．43　　 2．46　　 0 ．70　　 0．4 4　　 0．11 0．95 2 4．6　　 67．2

肉 用 牛 の 養 分 要 求 量
0．22 ＊　 0 ．50　　 0 ．2 8 ＊　 0．0 5　　 0．06

－

8．3 蠣
i　　 I　　 I　　 i　　 i i
0．26　　 0 70　　 0 ．49　　 0．25　　 0．10 1 1．4

注 ．1 ） 各刈 取 期 を こみ に した

2） 肉 用牛 の 養分 要 求 量 は

（体重 200 ～450 毎， D G

◆年 平均 値 （3 か 年 平 均 ）。 N a 含 有率 は 利用 3 年 目の み。

日本 飼養 標 準 ・肉用 牛 （1987 年 度 版） に よ る。 書は 肉用 去 勢牛
0．6 軋 粗飼 料 多 給型 ） の 要 求量 。

3 ） D D M の分 析 方法 は 迅速 セル ラ ーゼ法 （北 海 道 農 式 の方 法） に よ る

乾物消化率（DDM）；DDMは施肥水準に関係なくPe

（両品種）＞MF＞OG（両品種）＞RT＞KBの順とな

り，短草型草種のDDMは長草型草種より低いことが認め

られた。短草型車種のDDMを当地帝の基幹草種である

OG（キクミドリ）のそれと比較すると，RTは約3％，

KBは約8％低かった。RTについては大きい差とはいえ

なかったが，いずれにしてもDDMが低いことは短草型草

種の持つ一つの問題点といえよう。

4　ま　　と　　め

短草型草種の飼料成分特性を知るため，それらの飼料成

分について長草型草陸と比較検討した。

その結果．RTはOGやPeと比較してCa，Mg及び

CP含有率が高く．無機バランスの上でも優れていること

が明らかになった。一万，KBは調査した各無機成分及び

CP含有率がRT，MF及びPe（両品種）より低かった

が，OG（両品種）とははば同等であった。しかし，短草

型草種はNa含有率及びDDMが長草型草種より低く，こ

のことは飼料成分上の一つの問題点と考えられた。
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